
住みたい 住んでよかった 魅力いっぱい 元気な浜田 ～ 豊かな自然、温かい人情、人の絆を大切にするまち ～
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現在、マイナンバーカードの新規取得者や健康保険証利用申込者、
公金受取口座登録者に対するマイナポイントの申込受付及び付与を
行っています。
マイナンバーカードを取得し、最大２万円相当のポイントをもらい

ましょう。

問合せ　総合窓口課総合窓口係　☎㉕９４００　政策企画課地域情報係　☎㉕９２００

■マイナポイントとは？
　マイナンバーカードや電子決済の普及を目的に総務省が実施する消費活性化政策です。
　マイナンバーの申込内容に応じて付与されるポイントで、電子決済サービスで利用できま
す（最大20,000円分）。

申込内容 取得ポイント 対象 申込期間

１ 新規取得 最大5,000円相当 マイナポイント第１弾で既に
上限5,000円分もらった人は除く

令和５年
２月末まで２ 健康保険証としての

利用申込み 7,500円相当
マイナポイント第１弾に申込み
済みの人も対象

３ 公金受取口座の登録 7,500円相当

※　いずれもマイナンバーカードを令和４年12月末までに申請しておく必要があります。
※　「１　新規取得」でもらえる最大5,000円分のポイント付与の対象となるのは、マイナ
　　ポイント申込後のチャージ又はお買い物です。

■自分で手続する場合
　総務省のマイナポイントの申込方法のページを
参照ください。

マイナポイント第２弾　実施中

ホームページは
こちらからも入れます

■市役所で手続する場合
次のカードなどをお持ちの上、総合窓口課又は

各支所市民福祉課にお越しください。

・マイナンバーカード
・マイナンバーカード暗証番号（数字４桁）
・キャッシュレス決済サービスの「決済サービス
ＩＤ」及び「セキュリティコード」

・公金口座登録を行う場合は口座情報の分かる通
帳又はキャッシュカード

※　代理人による手続は原則できません
　　（15歳未満の人を除く）のでご注意ください。

～最大20,000円分のマイナポイントがもらえます～

■マイナポイントの対象となる主な決済サービス

そのほかの決済サービスは
こちらの総務省マイナポイント
ホームページをご覧ください

マイナンバーカード

最大２万円相当のマイナポイントを取得するには
マイナンバーカードを令和４年12月末までに申請し
ておく必要がありますのでご注意ください。

※　マイナポイントの申込期限は、従来のとおり令和５年２月末までです。

お買い物ついでに
マイナンバーカードを
作りませんか♪

11月27日㈰　午前９時30分～正午日　時
会　場 ゆめタウン浜田３Ｆ下りエスカレーター横

運転免許証などの本人確認書類持ち物

注意事項

月～金曜日　①午前９時30分～、②午後１時30分～、③午後３時30分～予約可能日時

注意事項

マイナンバーカード申請専用の申請サポートカーで出張申請
受付に伺います。
企業、事業所、地域団体や、家族、友人、職場などのグルー
プでも予約可能です。
窓口への来庁が難しい人など、ぜひご利用ください。

①　出張申請を希望する旨の申込み
②　市職員がサポートカーで申請を受付
③　発行されたカードを市役所本庁舎１階
　　総合窓口課若しくは各支所市民福祉課で
　　受取、又は書留で送付

申請から交付までの流れ

問合せ　総合窓口課総合窓口係　☎㉕９４００

※　通知カード又は個人番号通知書をお持ちの人は、
　　本人確認書類と併せて持参してください。

・書類が揃っている場合、できあがったマイナンバー
　カードをご自宅に郵送することもできます。
・詳細は問合せ先までご連絡ください。

を作りませんか？
マイナンバーカードの出張申請受付を行います

サポートカーによる出張申請受付をスタート

手続方法

マイナポイントの対象と
なるカード申請期限が

までに延長されました。
12月末

・浜田市民の人に限ります。
・完全予約制です。
・マイナポイントの申込はできません。
・写真は無料で撮影します。

・マイナポイントの申込はできません。
・写真は無料で撮影します。
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＼バッジやシール、のぼり旗など／

ＢＵＹ浜田運動とは

問合せ　浜田市「BUY浜田運動」推進委員会（商工労働課事業支援係）　☎㉕９５０１

Ｂ Ｕ
ば　い

Ｙ 浜 田 運 動

＼テーマソン
グダンス公開

中／

「地元産品」を取り扱い、運動の趣旨に賛同し、
運動の普及・啓発に協力する店又は事業所

　地元（浜田市）の産品を買ったり、地元のお
店で買い物をすることで、地域内の経済循環を
つくり、経済を活性化させることにより、市民
の暮らしを向上させる運動
■スローガン
　「浜田のモノを買おう！
　 浜田を応援しよう！」

BUY浜田運動イメージ図

BUY浜田運動テーマソングダンスの活用

ダンス動画
はこちらから
ご覧ください

浜田のモノを買おう！　浜田を応援しよう！

で浜田を盛り上げよう！

ＢＵＹ浜田運動対象品取扱店・協賛店を募集しています
取扱店

協賛店

　グッズの利用ができます

ＷＥＢ申込みは
こちらからも
できます

市ホームページでも「ＢＵＹ浜田運動」について掲載しています。

取組例の紹介

〇おぐに保育園（金城町）
　保育園生活の中で、ダンスを取り入れています
〇岡見小学校（三隅町）
　運動会で、ラジオ体操の代わりに踊りました

問合せ・応募　環境課カーボンニュートラル推進室　☎㉕９００８
　　　　　　　E-mail:carbon@city.hamada.lg.jp

環境省の呼びかけに応じ、2050年までに二酸
化炭素の「排出量」と「吸収量」を均衡させる
ことを目指す自治体として、令和４年９月１日
に「ゼロカーボンシティ表明」を行いました。
　市民・事業者・行政が連携して実現を目指し
ます。

応募資格　浜田市に在住又は通勤・通学する小学生以上の個人（１人１作品）
募集内容　下記内容のシンボルマーク（図柄）とロゴタイプ（デザインされた文字）の両方あるいは
　　　　　どちらか一方
　　　　　・シンボルマーク：ゼロカーボンを表す簡素な図形（単色あるいは３色まで）
　　　　　 ・ロゴタイプ：「ゼロカーボンシティ浜田」を表す日本語表記又は英文表記（単色）
　　　　　※　そのほか条件あり（詳細は募集要項をご確認ください）
表彰　　　最優秀賞１人（賞状と浜田市共通商品券３万円分）
　　　　　優秀賞　２人（賞状と浜田市共通商品券１万円分）
　　　　　※　小中高生が入賞した場合は、副賞相当額の図書カード
応募期限　令和５年１月６日㈮まで（当日消印有効）
応募方法　募集要項を確認の上、応募用紙を郵送、もしくはメール送信するか、
　　　　　ＣＤーＲを環境課カーボンニュートラル推進室へ提出ください。
　　　　　※　募集要項、応募用紙は、市ホームページでご確認いただくか、環境課
　　　　　　及び各支所市民福祉課にあります。

募集要項は
こちらからも
見られます

ゼロカーボン

を行いました

表明の趣旨

「浜田市2050年ゼロカーボンシティ」
　　　　　　　　　　　　　　ロゴマークを募集します

シティ表明

106店（令和４年９月時点）

35店（令和４年９月時点）

必ずしも「地元産品」は取り扱わないが、運
動の趣旨に賛同し、運動の普及・啓発に協力する
店又は事業所
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家庭ごみの捨て方についてお願い

問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０

※　ごみ処理にかかった費用は、約
10億6,300万円で、この内、約１
億6,700万円（全体の約15.7％）
をごみ袋の売上収入などで賄って
います。
　　なお、歳出と歳入の差額である
約８億9,600万円は、税金などで
補填しています。

資源ごみなど売払収入　24,412,946円
アルミ缶　　　 22,219,876円
スチール缶　　　2,048,332円
ペットボトル　　   102,663円
一升びん　　　　　 42,075円

ごみ処理経費の状況
【歳入】 （単位：円）
ごみ袋など売上収入 115,370,670
ごみ搬入手数料 3,896,464
資源ごみなど売払収入 24,412,946
可燃ごみ焼却灰処分費 23,318,000
雑入など 156,390

歳入額　合計 167,154,470

【歳出】 （単位：円）
ごみ袋作製、販売経費 27,554,878
ごみ収集経費 224,482,667
資源ごみ中間処理経費 102,327,943
不燃ごみ処理場経費 71,030,242
可燃ごみ処理場運営負担金 529,006,000
人件費 99,583,670
家庭ごみ収集日程表作製費など 9,035,831

歳出額　合計 1,063,021,231

歳出額－歳入額 895,866,761

資源ごみなど売払収入　24,412,946円資源ごみなど売払収入　24,412,946円
（内訳）

エコクリーンセンターへの搬入について
エコクリーンセンターでは近年、特別開場日や週明けの平日などにおいて、直接搬入車両の増加により
渋滞が発生し、ごみの搬入作業に多くの時間がかかっています。
少量の家庭ごみや急を要さないごみ出しについては、通常の収集日に、決められたごみステーションに
出してください。

問合せ　エコクリーンセンター
（浜田地区広域行政組合総務課業務係）
　☎０８５５53５０８１

浜田地区広域行政組合ホームページで施設内の混雑状況を確認できます。
（配信日：施設開場日　午前９時～午後４時30分　YouTube掲載）
混雑時は来場時間をずらすなどの対応をお願いします。

混雑状況はこちらから
見ることができます。

植物（燃やせるごみ）の出し方について
浜田市では敷地内の草や、家庭菜園の花や茎などのごみ
については、燃やせるごみ袋に入れて指定日に出すことに
なっており、指定袋に入っていないものは収集できません。
また、枝木については、指定袋に入れると破れたり裂け
たりするため、直径15㎝、長さ50㎝未満に切り、ひもなど
で束ねて、燃やせる粗大ごみの日に出してください（粗大
ごみシール不要）。

令和３年度　浜田市のごみ処理経費について

きちんとした分別は、
資源再利用や経費削
減につながります。

問合せ
環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０

対象
平成14年４月２日から平成15年４月１日までに生まれた人で、

浜田市在住者（浜田市出身でなくても可）又は浜田市出身で現在市外在住者

成人式への参加には事前申込みが必要です
①「しまね電子申請サービス」
　で事前申込み

②申込者へ11月中旬から
　入場券などを送付

申込期限
12月19日㈪まで

詳しくは市ホームページ
からもご覧いただけます

問合せ　まちづくり社会教育課
　　　　まちづくり社会教育係　☎㉕９２０４

※　新型コロナウイルスの状況により内容を変更する可能性があります。
※　感染症防止対策の徹底をお願いします。

入場券

日時
令和５年１月３日㈫　午後１時30分～

会場
石央文化ホール

令和５年
　浜田市二十歳の集い



市長日記元気な浜田をつくります （令和４年９月）

石見神楽松坂上演会（三重県松阪市）に出席しました（９月24日）
ＪＡしまねいわみ中央地区本部からカー
ブミラーの寄贈を受けました（９月21日）

浜田高校の志波校長、石橋野球部後援会長へ
ふるさと納税型クラウドファンディングの寄
附の贈呈式を行いました（９月21日）

秋の全国交通安全運動総決起大会に出席
し、市役所前の国道９号で交通安全の啓
発活動を行いました（９月21日）

島根あさひ社会復帰促進センターで再犯
防止推進特別委員（国会議員）との意見
交換会に出席しました（９月20日）

山陰自動車道建設促進島根県民総決起大
会に出席しました（９月18日）

浜田福祉会創立30周年記念式典に出席
し、お祝いの挨拶を述べました
（９月３日）

市役所本庁舎に世界アルツハイマー月間
ＰＲの懸垂幕を掲揚しました（９月１日）浜田市2050年ゼロカ

ーボンシティ表明を

行いました（９月１
日）

浜田市戦没者追悼式を開催しました
（９月３日）

※　撮影時のみマスクを外しています9 広報はまだ：令和４年11月号

美川苑、夕陽ヶ丘及び周布地区の敬老会
に出席しました（９月16日・17日）

百歳の長寿者をお祝いしました
（９月15日）
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町
）
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域

防
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に
努
め
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治
の
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青
葉

真
（
旭
町
市
木
）

岩
倉

和
廣
（
三
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町
井
野
）

岩
本
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一
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金
城
町
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国
）
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本

芳
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旭
町
丸
原
）

打
田

雅
之
（
三
隅
町
湊
浦
）

大
石

伊
佐
雄
（
三
隅
町
黒
沢
）

大
屋

力
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（
旭
町
坂
本
）

加
藤
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文
（
治
和
町
）
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野
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金
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下
来
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佐
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木
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夫
（
三
隅
町
湊
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）

佐
々
木

健
（
旭
町
重
富
）

佐
々
木

誠
（
治
和
町
）

垰

和
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（
長
浜
町
）

煙
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正
行
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下
府
町
）

西
谷

雅
宏
（
金
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）
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藤
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）
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浩
二
（
三
隅
町
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）

三
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正
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（
弥
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）
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尚
信
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金
城
町
久
佐
）
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﨑

弦
也
（
弥
栄
町
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内
）

横
田

良
宏
（
大
金
町
）

《
民
生
事
業
功
労
》

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
更
生
保
護

と
青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

江
木
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二
（
朝
日
町
）

《
公
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健
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）
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市
で
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毎
年
、
各
分
野
で
市
の
発
展
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尽
く
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
、
多
年
の
ご
功
労
に
感
謝
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意
を
表
し
て
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ま
す
。

今
年
は
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月
３
日
㈪
、
次
の
皆
さ
ん
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彰
状
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記
念
品
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贈
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ま
し
た
（
敬
称
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50
音
順
）。

浜
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度

〜
市
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あ
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さ
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〜

《
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わ
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）

《
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た
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ま
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り
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タ
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（
旧

公
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）
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涯
学

習
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

野
尻

か
お
り
（
三
隅
町
河
内
）

多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校
医
と
し
て
学

校
保
健
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

石
橋

隆
平
（
松
原
町
）

近
藤

智
義
（
治
和
町
）

※　撮影時のみマスクを外しています

《
感
謝
状
贈
呈
・
篤
行
》

多
額
の
寄
附
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り

の
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

萩
尾

陽
平
（
東
京
都
渋
谷
区
）

表彰式出席者による記念撮影
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線香花火を楽しむ子どもたち

梨を手渡し、安全運転を呼びかける

稲刈りをする児童たち

梨の収穫を楽しむ

　９月24日㈯、杵束まちづくりセンターで、「この夏『君が』
『地域が』…変わる」と題した夏祭りが開催され、約350人の来
場がありました。これは、子育て世代と地域住民との交流を深
めるために、地域住民有志が企画したものです。
　当日は、神楽、打ち上げ花火の鑑賞や縁日などで賑わいまし
た。地域住民から線香花火を長持ちさせるコツを教わった子ど
もたちは、真剣な表情で花火の変化を楽しんでいました。子ど
も連れで気軽に参加できるイベントを通じて、身近な地域の多
世代が絆を深める交流の機会となりました。

　９月22日㈭、小国地区の田んぼで雲城小学校５年生の児童21
人が、地域の人たちから指導を受けながら、５月に自分たちで
植えた田んぼの稲刈りをしました。
　稲穂はしっかりと実り、児童たちは鎌を手にして、ぬかるみ
や台風などで倒れた稲に苦戦しながらも、１時間30分ほどで約
３アールの稲を刈り取りました。
　児童たちは、「稲刈りが大変だと分かった」「転びそうになっ
たけど頑張った」「稲が重かった」などと話していました。

　９月21日㈬、秋の交通安全運動に併せて、旭町丸原地内の県
道５号線で交通安全テント村が行われ、関係者14人で交通安全
を呼びかけました。
　これは交通安全対策協議会旭支部が、通勤途中のドライバー
に安全運転を呼びかける取組で、毎年行っているものです。
　当日は、「事故無し」の思いをかけた、旭町特産の梨と、老人
クラブが作成した手作りストラップをドライバーに渡し、安全
運転をお願いしました。

　９月21日㈬、旭小学校４年生と５年生の児童44人が山ノ内梨
園で地元特産品の赤梨「豊水」の収穫作業を体験しました。
　これは児童たちが梨について学ぶ授業として、毎年行われて
いるもので、春から受粉作業や摘果作業を行い、梨の生育を見
守ってきました。
　当日は、生産者からおいしい梨の見分け方や取り方を教わり、
大きく育った梨を落とさないよう丁寧に収穫しました。
　収穫後、試食が行われ、児童たちは地元の秋の味覚を味わい
ました。

弥栄の新たな夏の風物詩
～ この夏『君が』『地域が』・・・変わる ～

やさか

あさひの梨で交通事故無し
～ 交通安全テント村 ～

あさひ

みんなで作ったおいしいお米
～ 雲城小学校　稲刈り体験 ～

かなぎ

あさひの梨を収穫
～ 旭小学校　梨の収穫体験 ～

あさひ

砂浜で一生懸命ボールを追う

地域の魅力について「ワークショップ」

地域住民代表による花束贈呈

おばけ迷路で遊ぶ子どもたち

　９月４日㈰、ビーチフットサルin石見海浜公園が行われ、市
内外から６チームが参加しました。
　台風の接近に伴い天候が心配されましたが、当日は晴天に恵
まれ、抜けるような青空が広がりました。
　砂地でのプレーはボールが不規則にバウンドしたり、踏ん張
りにくいため、最初は苦戦している様子でしたが、慣れてくる
と華麗なアクロバットプレーを決めていました。選手は、青い
空と海をバックに、白い砂浜の特設コートで、さわやかな汗を
流しました。

　９月１日㈭、ＪＲ三保三隅駅で「三保三隅駅開業100周年記念
セレモニー」が開催されました。
　これは、大正11年９月１日に周布駅から延伸して開業した三
保三隅駅が、100周年を迎えたことを記念して、地域の有志と三
保地区まちづくり推進委員会が記念事業実行委員会を立ち上げ、
企画したものです。
　セレモニーでは、運転士への花束贈呈や、地域代表者による
出発の合図が行われました。来場者の皆さんも手にした旗を
振って開業100周年をお祝いしました。

　８月27日㈯、弥栄会館で弥栄のビジョンマップ作成プログラ
ム第３回ワークショップが開催され、地元関係者など23人が参
加しました。
　ふるさと体験村を核として、関係人口を増やすために「人に
伝えたい弥栄のコト・場所」について意見を出し合いました。
　「石臼で大豆を挽いて作った豆腐の濃厚な味や、豊かな自然の
中での遊び体験などの思い出が、弥栄町の未来につながるアイ
ディアになると感じた」などと発表があり、地域の魅力を再発
見しました。

　８月19日㈮から25日㈭まで、白砂まちづくりセンターで「ち
びっ子おばけ迷路」が開催され、期間中に延べ約130人の来場が
ありました。
　これは、地域ぐるみで子どもを育み、子どもも大人も楽しめ
るよう三隅地域まちづくりセンター連絡会が企画したものです。
　段ボールで作られたおばけ迷路と三隅地域内の保育園児が描
いたおばけの絵の作品展示が行われ、色々な仕掛けのおばけ迷
路を楽しみました。参加した子どもたちは、最初は怖がってい
ましたが、次第に慣れてくると、何度も挑戦していました。

砂浜ならではのアクロバットプレー
～ ビーチフットサル㏌石見海浜公園 ～

はまだ

人に伝えたい弥栄のコト・場所
～ 弥栄のビジョンマップ作成プログラムワークショップ ～

やさか

地域の有志で歩みを振り返る
～ 三保三隅駅開業100周年記念セレモニー ～

みすみ

ちびっ子おばけ迷路であそぼう！
～ みすみっ子Nightミニ ～

みすみ

♥Town Topics ま ち の 　 わ だ い
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安
全
安
心

生
活・環
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宅
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活
性
化

税
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健
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安
全
安
心

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
11
月
9
日
㈬
か
ら

15
日
㈫
ま
で
の
7
日
間
、
全
国
一
斉

に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

防
火
標
語（
令
和
４
年
度
全
国
統
一
）

「
お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
り

火
の
用
心
」

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

10
の

ポ
イ
ン
ト

４
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ

せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

６
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置

の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部

屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類

及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い

方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常

に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
火
対
策
を
行
う
。

※

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、
火

の
元
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※

町
内
会
な
ど
で
実
施
す
る
消
火

訓
練
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

☎
㉒
１
１
６
７

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す

認定された事業所には、
認定証が掲示されています

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

制
度
と
は
？

適
切
な
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
体
制
を
有
す
る
事
業
所
な
ど

を
「
ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
認
定
制
度
に
よ
り
、
重
篤
な

傷
病
者
が
発
生
し
た
際
の
救
命
率
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
社
会

貢
献
を
高
く
評
価
し
、
地
域
に
お
け

る
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
認

定
さ
れ
た
事
業
所
と
は
？

本
制
度
の
主
旨
に
同
意
し
協
力
を

し
て
頂
け
る
事
業
所
で
、
次
の
３
つ

の
項
目
を
満
た
し
て
い
る
事
業
所
に

認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

①
誰
も
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る

こ
と
。

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
常
時
使
用
可
能
な
状
態

に
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

③
救
命
講
習
な
ど
を
修
了
し
た
従
業

員
な
ど
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

事
業
所
を
拡
充
し
て
い
ま
す

浜
田
市
で
は
、
９
月
に
新
た
に
11

事
業
所
を
認
定
し
、
全
部
で
１
９
８

事
業
所
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
事
業
所
を
含

め
、
浜
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認
定

事
業
所
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
各
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
配
置

場
所
の
地
図
も
随
時
更
新
し
て
い
ま

す
。

※

認
定
希
望
の
事
業
所
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
11
事
業
所

（
順
不
同
）

・
浜
田
市
病
児
・
病
後
児
保
育
室

び
ぃ
び
く
ん
の
お
へ
や

・
社
会
福
祉
法
人
さ
く
ら
会

み
の
り
第
２
保
育
園

・
㈱
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
石
見

浜
田
東
店

・
Ｈ
о
ｎ
ｄ
ａ

Ｃ
ａ
ｒ
ｓ
島
根
東

浜
田
西
店

・
㈱
キ
ヌ
ヤ

長
澤
店

・
㈱
キ
ヌ
ヤ

プ
リ
ル
店

・
㈱
キ
ヌ
ヤ

笠
柄
店

・
㈱
キ
ヌ
ヤ

国
府
店

・
㈱
キ
ヌ
ヤ

ひ
な
し
店

・
㈱
キ
ヌ
ヤ

金
城
店

・
㈱
キ
ヌ
ヤ

サ
ン
プ
ラ
ム
店

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

事
業
の
効
果
は
？

認
定
事
業
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
応
急
手

当
の
技
術
を
広
く
活
用
す
る
こ
と
で
、

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、

市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
処

置
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

救
命
率
と
社
会
復
帰
率
の
向
上
が
期

待
で
き
ま
す
。

緊
急
時
は
、
お
近
く
の
認
定
事
業

所
な
ど
に
協
力
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。万

が
一
に
備
え
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
住
ま
い
の
地
域
周
辺
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
配
置
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ＡＥＤマップは
こちらからも
見られます 新たに認定された

11事業所

問
合
せ

消
防
本
部
警
防
課
救
急
企

画
係

☎
㉕
５
１
６
７

地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
で
は
、
市
内
全
て
の
防

災
行
政
無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
る
ほ

か
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
、
浜
田
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
か
ら
試
験
電
文
が

配
信
さ
れ
ま
す
。

試
験
日
時

11
月
16
日
㈬

午
前
11
時
頃

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
防
災
浜
田
市
で
す
」

※

前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま
す
。

防
災
防
犯
メ
ー
ル
・
浜
田
市
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
内
容

「
件
名：全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
」

「
本
文
：
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

中
国
地
方
の
踏
切
で
は
、
過
去
５

年
間
で
、
列
車
と
自
動
車
・
歩
行
者

な
ど
が
接
触
す
る
事
故
が
66
件
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
の
内
、
28
人
が
亡

く
な
り
、
18
人
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。

踏
切
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
踏
切
通

行
時
は
次
の
４
つ
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

①
踏
切
の
手
前
で
は
必
ず
一
時
停
止

す
る
。

②
警
報
機
が
鳴
り
始
め
た
ら
踏
切
内

に
入
ら
な
い
。

③
踏
切
を
越
え
た
先
に
自
分
の
車
の

ス
ペ
ー
ス
が
な
い
場
合
は
、
踏
切

に
進
入
し
な
い
。

④
転
倒
防
止
、
他
者
と
の
接
触
防
止

の
た
め
、
歩
き
ス
マ
ホ
は
行
わ
な

い
。

問
合
せ

踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
連
絡
会
議

・
中
国
運
輸
局
鉄
道
部
安
全
指
導
課

☎
０
８
２
‐
２
２
８
‐
８
７
９
９

な
く
そ
う
踏
切
事
故

〜
き
け
ん
で
す

む
り
な

お
う
だ
ん

い
の
ち
と
り
〜

ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

遭
遇
し
た
場
合
は
大
変
危
険
で

す
。
山
林
や
渓
流
な
ど
の
出
没
が
予

想
さ
れ
る
場
所
や
、
爪
痕
や
糞
な
ど

の
痕
跡
が
確
認
で
き
た
場
所
で
は
、

ク
マ
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る

・
天
候
の
悪
い
日
や
川
の
周
り
で
は
、

水
の
音
や
視
界
の
暗
さ
か
ら
、
人

も
ク
マ
も
お
互
い
に
気
付
き
に
く

く
な
り
ま
す
。
見
通
し
の
悪
い
場

所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
さ
ら
に
視
界

が
悪
い
上
、
ク
マ
の
行
動
時
間
と

重
な
り
ま
す
。
外
出
す
る
と
き
は

特
に
周
囲
に
気
を
付
け
、
ク
マ
鈴

や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を

携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

・
逃
げ
る
も
の
を
反
射
的
に
追
い
か

け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
背
中
を

見
せ
ず
に
、
ゆ
っ
く
り
後
ず
さ
り

し
て
そ
の
場
を
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
襲
っ
て
き
た
と
き
は
、
首
の
後
ろ

で
手
を
組
み
、
ヒ
ジ
と
ヒ
ザ
を
地

面
に
つ
け
て
う
つ
伏
せ
で
丸
く
な

り
、
命
を
守
る
行
動
を
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

※

子
グ
マ
を
見
か
け
た
場
合
、
近

く
に
親
グ
マ
が
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
子
連
れ
の
親
グ
マ
は
特

に
危
険
で
す
の
で
、
速
や
か
に
そ

の
場
を
立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止

ク
マ
に
よ
る
被
害
は
、
柿
や
ク
リ

な
ど
の
果
実
、
ハ
チ
ミ
ツ
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

・
果
実
、
ミ
ツ
バ
チ
の
被
害
を
防
ぐ

に
は
、電
気
柵（
棚
線
３
段
張
り
）

が
有
効
で
す
。

生
活
・
環
境

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

を
一
時
休
止
し
ま
す

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
コ

ン
ビ
ニ
に
設
置
し
て
あ
る
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
か
ら
の
証
明
書
発
行
が
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

利
用
で
き
な
い
日
時

11
月
16
日
㈬
午
後
６
時
〜

17
日
㈭
午
前
６
時
30
分

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

開
設
日

11
月
13
日
㈰
、
12
月
11
日
㈰

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

受
付
窓
口

本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

注
意
事
項

・
本
庁
舎
の
み
で
実
施
し
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
以
外

の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
手
続
は
一
人
あ
た
り
20
分
程
度
か

か
り
ま
す
が
、
当
日
の
混
雑
状
況

に
よ
っ
て
、
お
待
た
せ
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

カードの申請・交付
についての詳細は
こちらからも
入れます

・
長
年
採
取
し
て
い
な
い
不
要
な
柿

や
ク
リ
の
木
は
、
で
き
る
限
り
伐

採
し
ま
し
ょ
う
。

・
臭
い
が
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
ま
す
。

残
飯
を
屋
外
に
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
実
っ
た

果
実
は
、確
実
に
収
獲
し
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合

ク
マ
を
目
撃
し
た
り
、
被
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
頭
数
や

大
き
さ
な
ど
の
特
徴
、
逃
げ
た
方
向

な
ど
の
情
報
、
被
害
状
況
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

広報はまだ：令和４年広報はまだ：令和４年1111月号月号広報はまだ：令和４年11月号



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

1415 広報はまだ：令和４年11月号広報はまだ：令和４年11月号

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届

出
及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
出
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

農
地
転
用
や
農
地
の
形
状
変
更
な

ど
を
行
う
場
合
は
、
次
の
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

①
転
用
許
可
申
請

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

②
農
地
利
用
目
的
変
更
届

田
か
ら
畑
へ
用
途
を
変
更
す
る
場

合
③
農
業
用
施
設
に
供
す
る
届

自
己
所
有
農
地
で
農
地
保
全
・
利

用
促
進
の
た
め
に
農
道
・
た
め
池

な
ど
の
設
備
や
２
ア
ー
ル
未
満
の

農
業
用
施
設
（
農
業
用
倉
庫
・
農

機
具
収
納
施
設
な
ど
）
に
転
用
す

る
場
合

※

自
己
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も
必

ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
農
地
転

用
・
用
途
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、
農

地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
農
地
の
相
続
な
ど
の
届
出
書

農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ
り

取
得
し
た
場
合

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区
域

内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
農
林
振

興
課
又
は
各
支
所
産
業
建
設
課
で
指

定
の
有
無
を
確
認
の
上
、
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
手
続
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年
２

回（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ

農
地
転
用
な
ど
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

農
用
地
区
域
除
外
に
つ
い
て

・
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

農
業
経
営
収
入
保
険
加
入

申
請
を
受
付
け
て
い
ま
す

農
業
経
営
収
入
保
険
は
、
農
産
物

の
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然

災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、

価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少

を
補
て
ん
す
る
保
険
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
う
収
入
減
少
も
補
償
の
対
象

で
す
。

対
象
者

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

（
個
人
・
法
人
）
が
対
象
で
す
。

※

青
色
申
告
の
実
績
が
1
年
分
あ

れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

補
償
対
象

農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産
物

の
販
売
収
入
全
体
が
対
象
で
す
。

※

所
得
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

補
償
内
容

最
大
の
補
償
で
加
入
の
場
合
、
保

険
期
間
の
収
入
が
基
準
収
入
の
9
割

を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額

の
9
割
を
上
限
と
し
て
補
て
ん
し
ま

す
。基

準
収
入
金
額
は
、
過
去
の
農
業

収
入
金
額
の
平
均
額
を
基
本
に
、
保

険
期
間
中
に
見
込
ま
れ
る
農
業
収
入

金
額
を
考
慮
し
て
設
定
し
ま
す
。

国
庫
負
担

保
険
料
な
ど
に
は
国
庫
補
助
が
あ

り
ま
す
。

保
険
方
式
…
50
％

積
立
方
式
…
75
％

申
請
期
限

個
人

12
月
31
日
㈯

法
人

事
業
年
度
開
始
月
の
前
月

　
　
　
　
の
末
日

※

過
去
の
税
務
資
料
に
よ
る
試
算

が
必
要
で
す
の
で
、
早
め
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

島
根
県
農
業
共
済

組
合
浜
田
事
務
所

☎
㉒
１
６
２
２

住

宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

空き家バンク
ホームページ
はこちらから
も入れます

問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
移

住
定
住
係

☎
㉕
９
５
１
１

産

業

地
域
活
性
化

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
業
経

営
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
肥

料
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

対
象

化
学
肥
料
の
低
減
に
取
り
組

む
農
業
者
で
、
令
和
４
年
６
月
か

ら
令
和
５
年
５
月
に
購
入
し
た
肥

料
（
令
和
４
年
の
秋
肥
と
令
和
５

年
の
春
肥
と
し
て
使
用
す
る
も

の
）

※

化
学
肥
料
低
減
に
向
け
た
取
組

メ
ニ
ュ
ー
に
2
つ
以
上
取
り
組
ん

で
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

支
援
金
額

購
入
し
た
肥
料
費
実
績

に
基
づ
き
、
価
格
上
昇
率
な
ど
を

考
慮
し
た
計
算
式
に
よ
り
算
出

※

計
算
方
法
に
つ
い
て
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

申
請
方
法

申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
次
の
書
類
を
添
え
て

申
請
く
だ
さ
い
。

①
肥
料
の
注
文
票

②
領
収
書
又
は
請
求
書

③
化
学
肥
料
低
減
計
画
書

④
農
産
物
の
販
売
実
績
が
わ
か
る
書

類
※

申
請
書
は
、
農
林
振
興
課
及
び

各
支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

浜
田
市
農
業
再
生

協
議
会

☎
㉒
３
５
０
０

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本

部
営
農
企
画
課

☎
㉒
８
８
１
２

子

育

て

税
務
・
納
税

税
を
考
え
る
週
間

テ
ー
マ

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て
」

期
間

11
月
11
日
㈮
〜
17
日
㈭

「
税
を
考
え
る
週
間
」
期
間
中
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
各
種

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
の
取
組
（
ス
マ
ホ

申
告
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
）」、

「
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
な

ど
、
様
々
な
税
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
の
取
組
と
し
て
、

浜
田
税
務
署
で
は
「
租
税
作
品
展
示

会
」、「
租
税
作
品
合
同
表
彰
式
」
を

開
催
予
定
で
す
。

国税庁
ホームページ
はこちらから
も入れます

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す

虐
待
か
も
、
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
お

電
話
を

児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
早
急

に
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。
虐
待
か

ど
う
か
迷
う
場
合
で
も
、
子
ど
も
た

ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

す
る
た
め
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も

を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む

保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
大
き
な

一
歩
と
な
り
ま
す
。
連
絡
は
匿
名
で

も
で
き
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
窓
口

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

・
浜
田
児
童
相
談
所

☎
㉘
３
５
６
０

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

家
庭
相
談
係

☎
㉕
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ

る
な
ど

性
的
虐
待

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

家
に
閉
じ
込
め
る
、

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔

に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す

る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院

に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別

的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家

族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な
い
か
ら

と
い
っ
て
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
の
脳
や
網
膜
に
損
傷
を
与

え
、
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
り
、
命

を
落
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
し
て
も
泣
き
や
ま
な
い
と

き
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全
な
場
所
に

寝
か
せ
て
、
そ
の
場
を
少
し
の
間
離

れ
、
ま
ず
自
分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

し
つ
け
の
つ
も
り
と
思
っ
て
も
…

保
護
者
が
「
し
つ
け
」
と
思
っ
て

い
て
も
、
子
ど
も
に
苦
痛
を
与
え
る

な
ど
、
子
ど
も
の
成
長
に
悪
影
響
を

与
え
る
場
合
は
虐
待
に
あ
た
り
ま

す
。
子
育
て
が
う
ま
く
い
か
な
い

時
に
は
、
市
の
保
健
師
や
保
育
所

（
園
）・
幼
稚
園
・
学
校
の
先
生
に

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

子
ど
も
家
庭
相
談
係

☎
㉕
９
３
３
１

問
合
せ

浜
田
税
務
署
総
務
課

☎
㉒
０
３
６
０

浜
田
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議

会
で
は
、
国
の
総
合
対
策
事
業
を
活

用
し
、
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
・
サ

ル
な
ど
）
の
集
落
へ
の
侵
入
を
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
阻
止
す
る
防
護
柵

（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・
電
気
牧

柵
）
を
設
置
す
る
集
落
な
ど
に
対
し

て
資
材
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
提
供

し
た
資
材
の
設
置
・
維
持
管
理
は
申

請
団
体
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
集
落
な
ど
で
資
材

の
提
供
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
要
望
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

集
落
・
町
内
会
な
ど
（
受
益

者
３
戸
以
上
）

要
件

・
防
護
柵
の
対
象
と
な
る
農
用
地
が

市
内
に
30
ア
ー
ル
以
上
あ
り
、
現

に
農
作
物
に
被
害
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
（
遊
休
農
地
を
除
く
）

・
集
落
ぐ
る
み
で
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
こ
と

・
令
和
５
年
度
中
に
設
置
を
行
う
こ

と
申
込
締
切
日

12
月
26
日
㈪

申
込
方
法

要
望
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
設
置
予
定
位
置
図
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

要
望
書
は
、
農
林
振
興
課
及
び

各
支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

※

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
資
材

が
配
布
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

資
材
提
供
の
決
定
は
、
令
和
5

年
の
夏
頃
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

令
和
５
年
度
に
有
害
鳥
獣
被

害
防
止
の
た
め
の
資
材
を
提

供
し
ま
す

11
月
11
日
か
ら
17
日
は
税
を

考
え
る
週
間
で
す
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ご
存
知
で
す
か
？
特
別
障
害

者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当

対
象

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
生

活
を
し
て
い
る
人
（
た
だ
し
、
病

院
な
ど
に
継
続
し
て
３
か
月
以
上

入
院
し
て
い
る
場
合
は
除
く
）

支
給
月
額

２
７
３
０
０
円

支
給
月

２
月
・
５
月
・
８
月
・
11

月
障
害
児
福
祉
手
当

対
象

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
生
活
を
し

て
い
る
人
（
た
だ
し
、
障
が
い
を

理
由
と
し
た
公
的
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
は
除
く
）

支
給
月
額

１
４
８
５
０
円

支
給
月

２
月
・
５
月
・
８
月
・
11

月
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象

障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
（
た
だ

し
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
や
、
障
が
い
を
理
由
と
し

た
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
は
除
く
）

支
給
月
額

１
級

５
２
４
０
０
円

　
　
　
　
　

２
級

３
４
９
０
０
円

支
給
月

４
月
・
８
月
・
11
月

※

障
が
い
の
程
度
が
手
当
の
対
象

に
な
る
か
は
、
医
師
が
証
明
し
た

指
定
の
診
断
書
を
も
と
に
判
定
を

行
い
ま
す
。

※

本
人
、
配
偶
者
又
は
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
。

※

障
が
い
の
程
度
・
所
得
制
限
・

手
続
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係

☎
㉕
９
３
２
２

胃がん検診（要予約）　対象　40歳以上
申込先　健康医療対策課　☎㉕９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課
実施日 受付時間 会　場
11月13日㈰
（休日検診）

8:00～11:00浜田市役所13:00～14:00

11月24日㈭
9:00～10:45石見まちづくりセンター
13:15～13:45黒沢まちづくりセンター
14:15～15:30岡見まちづくりセンター

※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は絶食
　です。午後に受診する場合は、受診６時間前には必ず
　食事を済ませてください。
※　受診２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度の
　飲水は可能です。
※　今までバリウムを飲んでショック又はアレルギーを
　起こしたことがある人、腸閉塞になったことがある人、
　病気のため水分摂取制限がある人は検査できません。
避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
　ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ・いも など

・検診当日は体温測定をして、発熱・咳など体調不
　良の場合は、受診をお控えください。
・受診の際は、マスクの着用をお願いします。
・年度内に同じ検診を複数回受けた場合は、２回目
　以降全額自己負担となります。
（妊婦健診のＨＰＶ検査も重複の対象になります）

11月各種がん検診の日程

子宮頸がん検診（要予約）
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳以上59歳までの女性

実施期間

江木医院
令和５年２月28日㈫まで
浜田医療センター内　健診センター
令和５年２月28日㈫まで

実施場所

江木医院　☎㉒１１８１
浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付時間　10:00～
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

健
康
・
福
祉

・国の指針で示された受診間隔で検診を受けていた
　だいています。受診間隔によっては、受診をお断
　りする場合があります。
問合せ

健康医療対策課健康づくり係　☎㉕９３１１

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター
　　　　☎㉘７７００
申込受付時間　10:00～

実施期間
令和５年２月28日㈫まで
毎週火・木・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０-０８５-１１１（音声案内後③）
実施日 受付時間 会　場
11月20日㈰
（休日検診）

 9:00～11:30 浜田市役所13:00～15:00

11月29日㈫  9:00～11:30 周布まちづくりセンター13:00～15:00
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・水頭症のためＶＰシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

結核肺がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
※　事前に問診票を記入の上、受診してください。

大腸がん検診
対象　40歳以上
申込方法
・申込期間中にいずれかの会場の専用ボックスに、　
　受診票を提出してください（受診票は、申込期間
　が近づいたら各会場にも設置します）。
・後日、自宅に検査容器を郵送します。
・４月の広報はまだと一緒に配布した各種健（検）　
　診日程表の７ページの受診票もご活用ください。
※　グループや事業所での取りまとめも可能です。
※　浜田地域は令和５年１月の申込期間を予定して
　います。

申込期間 会　場 検査容器
送付時期

11月７日㈪
～16日㈬
※　開館時間
　をご確認く
ださい。

弥栄支所市民福祉課

12月初旬

杵束まちづくりセンター
三隅支所市民福祉課
三隅まちづくりセンター
白砂まちづくりセンター
三保まちづくりセンター
井野まちづくりセンター
岡見まちづくりセンター
黒沢まちづくりセンター

実施日 受付時間 会　場

11月11日㈮

8:30～ 8:45 大麻まちづくりセンター
9:05～ 9:15 陽光台集会所
9:30～ 9:40 門田地区公民館
10:00～10:15 ＪＦしまね浜田支所津摩出張所
10:30～11:10周布まちづくりセンター
11:35～11:50日脚児童館
13:15～13:30長浜商港会館
13:45～14:20長浜まちづくりセンター
14:50～15:00一の瀬集会所
15:15～15:35美川まちづくりセンター

11月13日㈰
（休日検診）

8:00～11:00浜田市役所13:00～14:00

11月16日㈬

9:00～ 9:20 国府まちづくりセンター有福分館
9:35～ 9:45 大垰口バス停（大金町)
10:00～10:20順興寺前
10:35～11:00上府三宅集会所
13:00～13:20久代公民館
13:30～13:50国分自治会館
14:10～14:30 JFしまね浜田支所国府出張所
14:40～15:20国府まちづくりセンター

11月17日㈭

9:00～ 9:15 後野８町内公民館
9:30～ 9:45 後野４町内公民館
10:00～10:15 石見まちづくりセンター佐野分館
10:30～10:45 石見まちづくりセンター宇津井分館
11:05～11:20河内集会所
11:35～12:00ラ・ペアーレ浜田
13:30～13:45浜田ビューティーカレッジ
14:00～14:15緑ヶ丘相談室
14:35～14:50靴のまつむら駐車場

11月25日㈮

9:00～ 9:10 長見町２町内公民館
9:20～ 9:30 石見まちづくりセンター長見分館
10:00～10:10西岡公民館
10:20～10:30 石見まちづくりセンター細谷分館
10:50～11:00 三階町東岡公民館
11:20～11:30 総合福祉センター
13:00～13:10 竹迫４町内集会所
13:35～14:15 石見まちづくりセンター

11月28日㈪

8:30～ 8:40 田橋児童館
9:00～ 9:20 石原集会所
9:40～ 9:55 福井集会所
10:10～10:20 浜田年金事務所
10:40～10:50 桜ヶ丘警察官宿舎横
11:05～11:20 長沢２町内児童館
13:00～13:15 二反田団地集会所
13:30～13:45 生湯４町内会集会所
14:00～14:15 生湯３町内公民館
14:30～14:40 めさまし食堂看板前
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保
険
・
医
療

年

金

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
次
の
期
間
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

①
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
人

②
令
和
５
年
２
月
上
旬

令
和
４
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

※

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
家
族
宛
に
送
付
さ
れ
た
控

除
証
明
書
を
添
付
の
上
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

※
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の

照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き

に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
が
発
行

さ
れ
ま
す

島根大学医学部６年の床並亜有子と申します。学生
生活も終わりが近づき、時の経つ早さに驚かされてい
ます。
学生として得るものはとても多く、これまでの経験

や出会った人々への感謝とともに、一筋縄ではいかな
い社会の難しさを知りました。思うようにいかないこ
ともありますが、まずは目の前の国家試験へ向けて、

医学生 だよりだより

浜田の地域医療を支えるために
島根大学医学部で学んでいる学生から
便りが届きました

こんにちは。島根大学医学部６年の木村
碩達と申します。６年間にわたる勉強もい
よいよ大詰めとなり、現在は残り少ない実
習と国家試験に向けての勉強に励んでいま
す。
実習では、机上で学べないことも教えて

もらえたり、国家試験勉強のモチベーショ
ンにもなっています。
将来、島根県、浜田市の医療に貢献でき

るよう精進していきたいと思います。あと少しの学生生活、やり残したことがないよ
う勉強もそれ以外も頑張っていきたいと思
います。

体調を大事にしながら精一杯準備をしていきたいです。
本格的な寒さに向かう時期ですので、どうか皆さん

も暖かくお過ごしください。

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

人

権

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

松
江
地
方
法
務
局
と
島
根
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性
を
め

ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
を
解
決
す
る

取
組
の
一
つ
と
し
て
、
11
月
18
日
㈮

か
ら
24
日
㈭
ま
で
の
1
週
間
を
、
全

国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間
と
定
め
、
次
の
と
お

り
、
相
談
受
付
時
間
を
延
長
し
て
電

話
で
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
や
ス
ト
ー
カ
ー
、
ア
ダ

ル
ト
ビ
デ
オ
出
演
強
要
な
ど
の
性
的

被
害
な
ど
で
お
困
り
の
人
、
周
り
で

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
見
聞
き
し
た
と

い
う
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
）

相
談
員

法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁

護
委
員

問
合
せ

松
江
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課

☎
０
８
５
２
32
４
２
６
０

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
は
犯
罪
で
す

11
月
12
日
㈯
か
ら
25
日
㈮
ま
で
の

２
週
間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど

親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴

力
の
こ
と
で
す
。
身
体
的
暴
力
に
限

ら
ず
、精
神
的
暴
力・経
済
的
暴
力・

性
的
暴
力
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
が

含
ま
れ
ま
す
。
ど
ん
な
形
で
も
、
暴

力
は
相
手
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
重
大

な
人
権
侵
害
で
あ
る
と
と
も
に
子
ど

も
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
学
生
な
ど
若
い
カ
ッ
プ
ル

間
で
起
き
る
Ｄ
Ｖ
を
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と

い
い
、
若
年
層
へ
の
啓
発
活
動
も
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被

害
者
を
な
く
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
Ｄ
Ｖ
の
被
害

者
に
も
加
害
者
に
も
し
な
い
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
Ｄ
Ｖ
を
正
し
く
理
解

し
、
Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

Ｄ
Ｖ
の
相
談
を
受
け
た
ら

話
を
聞
き
、
相
談
窓
口
に
相
談
す

る
事
を
助
言
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
か
な
と
思
っ
た
ら

相
談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

相
談
窓
口

・
浜
田
児
童
相
談
所
女
性
相
談
窓
口

☎
㉘
３
４
３
４

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

家
庭
相
談
係

☎
㉕
９
３
３
１

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
推
進
強
調
月
間
で
す

次
代
を
担
う
子
ど
も
・
若
者
が
、

夢
や
希
望
を
豊
か
に
育
み
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

と
て
も
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
、内
閣
府
は
11
月
を「
子

ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
強
調
月

間
」
と
位
置
付
け
、
全
国
で
様
々
な

事
業
や
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

重
点
項
目

①
若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の
促
進

②
子
ど
も
を
犯
罪
や
有
害
環
境
な
ど

か
ら
守
る
た
め
の
取
組
の
推
進

③
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

④
児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

⑤
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭
へ
の

支
援

こ
の
機
会
に
家
庭
や
学
校
、
地
域

社
会
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
支
援
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

☎
㉕
０
９
８
５

保
険
・
医
療

年

金

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
次
の
期
間
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

①
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
人

②
令
和
５
年
２
月
上
旬

令
和
４
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

※

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
家
族
宛
に
送
付
さ
れ
た
控

除
証
明
書
を
添
付
の
上
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

※
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の

照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き

に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す

る
と
、
い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金

受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
自
身
の
年

金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の

試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/

n_net/

問
合
せ

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
な
ど
専

用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
が
発
行

さ
れ
ま
す

島根大学医学部６年の床並亜有子と申します。学生
生活も終わりが近づき、時の経つ早さに驚かされてい
ます。
学生として得るものはとても多く、これまでの経験
や出会った人々への感謝とともに、一筋縄ではいかな
い社会の難しさを知りました。思うようにいかないこ
ともありますが、まずは目の前の国家試験へ向けて、
体調を大事にしながら精一杯準備をしていきたいです。
本格的な寒さに向かう時期ですので、どうか皆さん

も暖かくお過ごしください。

島根大学医学部６年の床並亜有子と申します。学生
生活も終わりが近づき、時の経つ早さに驚かされてい
ます。
学生として得るものはとても多く、これまでの経験

や出会った人々への感謝とともに、一筋縄ではいかな
い社会の難しさを知りました。思うようにいかないこ
ともありますが、まずは目の前の国家試験へ向けて、

医学生 だよりだより

こんにちは。島根大学医学部６年の木村
碩達と申します。６年間にわたる勉強もい
よいよ大詰めとなり、現在は残り少ない実
習と国家試験に向けての勉強に励んでいま
す。
実習では、机上で学べないことも教えて

もらえたり、国家試験勉強のモチベーショ
ンにもなっています。
将来、島根県、浜田市の医療に貢献でき

るよう精進していきたいと思います。あと少しの学生生活、やり残したことがないよ
う勉強もそれ以外も頑張っていきたいと思
います。

浜田の地域医療を支えるために浜田の地域医療を支えるために
島根大学医学部で学んでいる学生から島根大学医学部で学んでいる学生から島根大学医学部で学んでいる学生から島根大学医学部で学んでいる学生から島根大学医学部で学んでいる学生から島根大学医学部で学んでいる学生から島根大学医学部で学んでいる学生から
便りが届きました便りが届きました

浜田の地域医療を支えるために
島根大学医学部で学んでいる学生から
便りが届きました

こんにちは。島根大学医学部６年の木村
碩達と申します。６年間にわたる勉強もい
よいよ大詰めとなり、現在は残り少ない実
習と国家試験に向けての勉強に励んでいま
す。
実習では、机上で学べないことも教えて

もらえたり、国家試験勉強のモチベーショ
ンにもなっています。
将来、島根県、浜田市の医療に貢献でき

るよう精進していきたいと思います。あと
少しの学生生活、やり残したことがないよ
う勉強もそれ以外も頑張っていきたいと思
います。

体調を大事にしながら精一杯準備をしていきたいです。
本格的な寒さに向かう時期ですので、どうか皆さん

も暖かくお過ごしください。

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

11
月
18
日
㈮
か
ら
24
日
㈭
は

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間
で
す
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さ
ざ
ん
か
祭
り

日
時

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所

ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

料
金

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
内
、

神
楽
上
演
の
み
高
校
生
以
上
各
日

５
０
０
円

問
合
せ

金
城
支
所
産
業
建
設
課

☎
42
１
２
３
３

こ
こ
ろ
の
保
健
室
in
浜
田

一
緒
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
し
ま
せ
ん
か

日
時

11
月
12
日
㈯

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
２
時
〜
４
時

場
所

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
、
メ
ン

タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
体

操
、
ち
ょ
こ
っ
と
話
そ
う
カ
フ
ェ

相
　
　
談

休
日
相
続
登
記
相
談
会

日
時

11
月
26
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

料
金

無
料

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

査
士

※

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

申
込
み

11
月
24
日
㈭
ま
で
に
松
江

地
方
法
務
局
浜
田
支
局
へ

☎
㉒
０
９
５
９

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
市
営
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付

11
月
16
日
㈬
〜
30
日
㈬

抽
選
日

12
月
下
旬

募
　
　
集

お
出
か
け

伝 言 板
まちかど

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
居
予
定

令
和
５
年
１
月
中
旬

問
合
せ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
公
営
住
宅
ほ
か
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
11
月
10
日
㈭

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
地
域
定
住
住

宅
（
旭
・
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

一
般
競
争
入
札

日
時

12
月
20
日
㈫

（
時
間
は
後
日
通
知
）

場
所

市
役
所
北
分
庁
舎
２
階

会
議
室
２

※

参
加
資
格
・
売
却
条
件
・
留
意

事
項
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

公
社
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

売却物件
物件番号 公社R4-1 公社R4-2

物件名 旭インター周辺用地
A区画

旭インター周辺用地
B区画

区分 土地 土地
所在地 旭町丸原138番17 旭町丸原138番18
地目 宅地 宅地
地積 415.59㎡ 456.72㎡
最低

売却価格 3,948,000円 4,339,000円
売却物件
公社R4-1 地域交流プラザ

まんてん

旭料金所

位置図
島根あさひ
訓練センター

売却物件
公社R4-2

旭料金所旭料金所 売却物件

浜田自動車道

申
込
み

11
月
１
日
㈫
か
ら
30
日
㈬

ま
で
（
必
着
）
に
入
札
参
加
申
込

書
を
浜
田
市
土
地
開
発
公
社
（
市

役
所
北
分
庁
舎
３
階
）
へ

☎
㉕
９
６
７
０

ワークショップで
作れる石見神楽の
切り絵作品

石
州
和
紙
会
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

石
見
神
楽
切
り
絵
体
験

日
時

11
月
６
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

石
州
和
紙
会
館

講
師

森
唯
我
さ
ん

定
員

６
人

料
金

１
０
０
０
円

申
込
み

11
月
３
日
㈷
ま
で
に
石
州

和
紙
会
館
へ

☎
32
４
１
７
０

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン

・ス
ケ
ー
ト
滑
走
料
無
料
デ
ー

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン

日
時

11
月
19
日
㈯

午
前
９
時

場
所

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

オ
ー
プ
ン
特
別
イ
ベ
ン
ト

ス
ケ
ー
ト
滑
走
料
無
料
デ
ー

日
時

11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

料
金

滑
走
料
無
料

（
貸
靴
な
ど
は
有
料
）

ス
ケ
ー
ト
講
師
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
初
級
ス
ケ
ー
ト
教
室

日
時

毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
15
分
〜
２
時

料
金

受
講
料　
　
　
　
７
０
０
円

　
　
滑
走
料　
　
　
　
５
１
０
円

　
　
貸
靴
料　
　
　
　
４
１
０
円

※
初
回
の
み
保
険
料

８
５
０
円

定
員

６
人
（
先
着
）

申
込
み

12
月
30
日
㈮
ま
で
に
サ

ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
へ

☎
㉘
１
３
０
０

対
象

小
規
模
事
業
者
（
小
売
・
飲

食
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）

日
時

11
月
18
日
㈮

講
座

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

個
別
相
談
会

午
後
１
時
〜
４
時
10
分

※

個
別
相
談
会
は
各
30
分
（
５

枠
）
で
要
事
前
予
約

場
所

い
わ
み
ぷ
ら
っ
と

講
師

児
玉
志
穂
子
さ
ん
（
島
根
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
専
門
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

ホームページ
はこちらから
入れます

「
集
客
、
売
上
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
チ
ラ
シ
を
活
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
」
セ
ミ
ナ
ー

は
ま
だ
C
A
P

子
育
て
講
座
・
映
画
上
映
会

①
体
罰
を
使
わ
な
い
子
育
て
講
座

「
鬼
は
な
く
と
も
子
は
育
つ
」

対
象

乳
幼
児
親
子

日
時

11
月
18
日
㈮

午
前
10
時
〜
11
時

②
映
画
上
映
会
「
マ
マ
を
や
め
て
も

い
い
で
す
か
⁉
」

日
時

11
月
26
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※

オ
ン
ラ
イ
ン
上
映
も
同
時
開
催

①
②
共
通

場
所

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
す
く
す
く
」

※

託
児
あ
り

料
金

無
料

申
込
み

は
ま
だ
C
A
P

☎
０
９
０-

８
０
６
９-

３
３
３
１

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
・
介
護
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

①
基
調
講
演

「
笑
う
門
に
は
い
い
介
護
」

〜
介
護
の
仕
事
っ
て
面
白
い
の
？
〜

対
象

介
護
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る

人（
求
職
中・在
職
中
問
わ
な
い
）

日
時

11
月
13
日
㈰

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

※

浜
田
会
場
は
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴

講
師

中
村
学
さ
ん

申
込
み

11
月
７
日
㈪
ま
で
に
社
会

福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉
協
議

会

☎
㉔
９
３
４
０
へ

②
講
義
演
習
「
基
礎
か
ら
応
用
ま
で

の
介
護
技
術
」
な
ど

対
象

無
資
格
者
（
介
護
の
勤
務
経

験
が
あ
る
人
）、
有
資
格
者
（
経

験
な
し
で
も
可
）、「
介
護
の
入
門

的
研
修
」
修
了
者

日
時

12
月
１
日
㈭
・
２
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

講
師

山
本
克
哉
さ
ん

（
島
根
県
介
護
福
祉
士
会

会
長
）

申
込
み

11
月
15
日
㈫
ま
で
に
社
会

福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉
協
議

会

☎
㉔
９
３
４
０
へ

①
②
共
通

場
所

い
わ
み
ー
る

定
員

15
人

料
金

無
料

旭
ふ
る
里
ま
つ
り

日
時

11
月
13
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
40
分

場
所

旭
支
所
周
辺
・
市
民
体
育
館

問
合
せ

旭
ふ
る
里
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
旭
支
所
産
業
建
設
課
内
）

☎
45
１
４
３
７

定
員

30
人
（
先
着
）

※

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
は
定
員
無
し

料
金

無
料

申
込
み

島
根
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

講
演
会「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て
知
ろ
う
」

日
時

11
月
13
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

い
わ
み
ー
る

講
師

宮
本
恭
子
さ
ん

（
島
根
大
学
教
授
）

料
金

無
料

定
員

70
人
（
先
着
）

申
込
み

11
月
８
日
㈫
ま
で
に
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭

相
談
係
へ

☎
㉕
９
３
３
１

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時

11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

三
隅
中
央
公
園
周
辺

問
合
せ

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
（
三
隅
支
所
産
業
建

設
課
内
）
☎
32
２
８
０
３

浜
田
養
護
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座

日
時

11
月
12
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所

浜
田
養
護
学
校

内
容

は
ま
よ
う
ま
つ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
な
ど

申
込
み

11
月
９
日
㈬
ま
で
に
浜
田

養
護
学
校
へ

☎
㉘
２
２
０
０

と
っ
て
お
き
の
笑
顔
で
お
出
迎
え

浜
商
デ
パ
ー
ト

日
時

11
月
６
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

浜
田
商
業
高
等
学
校

問
合
せ

浜
田
商
業
高
等
学
校

☎
㉗
０
０
６
４

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
よ
り
、
内
容
を
変
更
・
入

場
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

さ
っ
そ
く
明
日
か
ら
、
一
生
使
う
ね

赤
間
硯
と
石
州
和
紙
に

　
　
　
　
　
触
れ
て
み
よ
う

日
時

11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

石
州
和
紙
会
館

内
容

赤
間
硯
の
制
作
実
演
、
石
州

和
紙
製
作
体
験
、
赤
間
硯
・
石
州

和
紙
を
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

問
合
せ

石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

問
合
せ

社
会
医
療
法
人
清
和
会
西

川
病
院

☎
㉒
２
３
９
０
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日
時

12
月
２
日
㈮
〜
13
日
㈫

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

５
日
㈪
・
12
日
㈪
は
休
館
日

※

13
日
㈫
は
午
後
２
時
45
分
ま
で

場
所

世
界
こ
ど
も
美
術
館

内
容

市
内
小
中
学
校
特
別
支
援
学

級
・
浜
田
養
護
学
校
・
浜
田
ろ
う

学
校
の
作
品
展

料
金
無
料

問
合
せ

三
階
小
学
校

☎
㉓
２
４
０
０

ふ
れ
あ
い
作
品
展

第
２
３
４
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

旭
町
で
旭
I
C
周
辺
の

今
昔
を
訪
ね
る

日
時

11
月
27
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

市
役
所
旭
支
所
に
集
合
し
現

地
へ
移
動

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

下
村
さ
ん
午
後
５
時
以
降

☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時

11
月
26
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

講
師

公
認
心
理
師
／
臨
床
心
理
士

大
賀
一
樹
さ
ん
（
島
根
県
出
身
）

料
金

無
料

申
込
み

11
月
18
日
㈮
ま
で
に
人
権

同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉕
９
１
６
０

※

手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
を
行
い

ま
す
。

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会

い
ろ
ん
な
性
と
い
ろ
ん
な
あ
り
方

「
自
分
ら
し
く
」っ
て一体
な
ん
だ
？

日
時

11
月
26
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

松
江
テ
ル
サ

テ
ー
マ
「
あ
な
た
は
食
べ
物
を
無

駄
に
し
て
い
ま
せ
ん
か

坪
田
愛

華
さ
ん
の
思
い
に
寄
せ
て
、
環
境

と
食
を
考
え
る
」

内
容
「
地
球
の
秘
密
」
を
描
き
上

げ
て
亡
く
な
っ
た
坪
田
愛
華
さ
ん

の
母
親
の
話
を
聞
き
、
消
費
者
と

事
業
者
が
共
に
食
品
ロ
ス
問
題
に

つ
い
て
考
え
る
交
流
会

定
員

50
人

申
込
み

11
月
24
日
㈭
ま
で
に
消
費

者
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
へ

☎
０
８
５
２
32
５
２
７
２

エ
シ
カ
ル
消
費
学
習
交
流
会

日
時

11
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

原
井
幼
稚
園

内
容

令
和
５
年
3
月
の
閉
園
に
先

立
ち
園
舎
を
一
般
開
放
し
、
思
い

出
の
品
な
ど
を
飾
り
ま
す
。

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

保
育
所
幼
稚
園
係

☎
㉕
９
３
３
０

原
井
幼
稚
園
園
舎一般
開
放

日
時

11
月
26
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

畳
ヶ
浦
入
口

清
掃
場
所

畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会

牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

山
光
会
（
石
見
地
区
）
展
覧
会

日
時

11
月
25
日
㈮
〜
27
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
25
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
27
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

S
D
G
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

対
象

小
学
生
以
上

※

参
加
区
分
は
一
般
の
部
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
部
い
ず
れ
か
１
つ

※

編
成
は
３
人
で
１
チ
ー
ム

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
は
３
人
の
内

小
学
生
以
下
１
人
、
大
人
１
人
を

含
む
こ
と
）

日
時

11
月
23
日
㈷

午
前
８
時
〜
正
午
（
予
定
）

場
所

三
階
小
学
校

体
育
館

料
金

無
料

申
込
み

11
月
16
日
㈬
ま
で
に
申
込

書
を
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
へ

☎
㉕
９
７
２
１

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

（
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
大
会
）

日
時

11
月
20
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
11
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

海
の
見
え
る
文
化
公
園

多
目
的
広
場

清
掃
場
所

多
目
的
広
場
、
世
界
こ

ど
も
美
術
館
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く
す
く
」
周

辺
※

竹
ぼ
う
き
や
軍
手
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

申
込
み

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

へ

☎
㉒
９
６
５
１

世
界
こ
ど
も
美
術
館
周
辺

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動

テ
ー
マ

も
う
少
し
だ
け
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
て

人
権
の
世
界
の
流
れ
に

追
い
つ
く
た
め
に
（
仮
称
）

日
時

11
月
20
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

弥
栄
会
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ホ
ー
ル

弥
栄
地
域
人
権
を

　
　
　
　
　
考
え
る
つ
ど
い

料
金

無
料

問
合
せ

東
光
会
山
陰
支
部
山
光
会

（
石
見
部
）
永
尾
和
子
さ
ん

☎
㉒
４
６
５
０

華
道
家
元
池
坊
浜
田
支
部
花
展

日
時

11
月
26
日
㈯
〜
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金

無
料

問
合
せ

華
道
家
元
池
坊
浜
田
支
部

槇
岡
さ
ん

☎
42
０
６
３
５

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

日
時

11
月
19
日
㈯

午
後
２
時
〜

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の

会
・
虹

事
務
局

☎
０
９
０-

４
６
９
２-
５
９
６
０

講
師

江
嶋
修
作
さ
ん
（
解
放
社
会

学
研
究
所

所
長
）

料
金

無
料

問
合
せ

弥
栄
地
域
人
権
・
同
和
教

育
推
進
協
議
会
事
務
局

☎
48
２
１
１
１

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

「
没
後
１
０
０
年
記
念

森
鷗
外
と
ゆ
か
り
の
画
家
た
ち
」

日
時

11
月
23
日
㈷
〜

　
　
　
　
　
令
和
５
年
１
月
29
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

（
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

休
館
日

毎
週
火
曜
日
、
年
末
年
始

場
所

石
見
美
術
館

展
示
室
Ａ

内
容

森
鷗
外
と
交
友
の
あ
っ
た
画

家
の
作
品
や
、
画
家
が
装
幀
し
た

鷗
外
の
著
書
を
紹
介
す
る
展
覧
会

料
金
（
当
日
）

一
般　
　
３
０
０
円

大
学
生

２
０
０
円

高
校
生
以
下
無
料

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

冬
の
特
別
展

「
ア
ク
ア
ス
×
日
本
遺
産
コ
ラ
ボ

中
世
益
田
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」
展

日
時

令
和
５
年
１
月
16
日
㈪
ま
で

場
所

ア
ク
ア
ス
３
階

内
容

４
０
０
年
以
上
前
の
中
世
益

田
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
世
界
を
、

ア
ク
ア
ス
×
日
本
遺
産
の
コ
ラ
ボ

で
再
現

日
時

令
和
５
年
１
月
15
日
㈰

午
前
11
時
30
分
ス
タ
ー
ト

場
所

第
四
中
学
校
校
庭
（
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
）
美
川
地
区

参
加
区
分

男
子

１
部
＝
中
学
生
・
２
部
＝
高

校
生
・
３
部
＝
職
域
（
同
一
職
場

で
構
成
）・
４
部
＝
同
好
会

女
子

１
部
＝
中
学
生
・
２
部
＝
高

校
生
・
３
部
＝
一
般

編
成

監
督
１
人
・
選
手
５
人
・
補

員
２
人
（
小
学
生
の
参
加
不
可
）

料
金

１
チ
ー
ム

７
０
０
０
円

（
中
学
生
・
高
校
生
チ
ー
ム
は

３
０
０
０
円
）

申
込
み

12
月
16
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
へ

（
事
務
局

斎
藤
博
之
さ
ん
）

☎
０
９
０-

７
８
９
２-

４
２
０
８

浜
田
市
駅
伝
競
走
大
会

日
時

令
和
５
年
１
月
15
日
㈰

午
前
９
時
40
分
ス
タ
ー
ト

場
所

第
四
中
学
校
校
庭
（
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
）
〜
猪
伏
口
バ
ス
停

参
加
区
分

小
学
校
１
〜
６
年
生
男
女

１
区
女
子
・
２
区
男
子
・
３
区
女

子
・
４
区
男
子

編
成

監
督
１
人
・
選
手
４
人
・
補

員
２
人

料
金

１
チ
ー
ム

２
０
０
０
円

申
込
み

12
月
16
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
へ

（
事
務
局

斎
藤
博
之
さ
ん
）

☎
０
９
０-

７
８
９
２-

４
２
０
８

浜
田
ち
び
っ
こ
駅
伝
競
走
大
会

日
時

12
月
18
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

石
見
海
浜
公
園

定
員

40
人
（
先
着
）

料
金

無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

お
せ
ち
作
り

日
時

12
月
15
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

12
人
（
未
受
講
者
優
先
）

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会

日
韓
食
文
化
交
流
会

日
時

12
月
11
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

い
わ
み
ー
る

定
員

15
人

料
金

５
０
０
円

申
込
み

12
月
５
日
㈪
ま
で
に
浜
田

商
工
会
議
所
へ

☎
㉒
３
０
２
５

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

ミ
ュ
ー
シ
ア
v
o
l
.
19
「
朗
読
の

夕
べ

文
学
と
美
術
の
あ
わ
い
に
」

日
時

11
月
26
日
㈯

午
後
６
時
30
分
〜

場
所

石
見
美
術
館

展
示
室
Ａ

内
容

森
鷗
外
が
自
ら
の
留
学
体
験

を
元
に
記
し
た
文
学
作
品
を
中
心

と
し
た
朗
読
会

出
演

佐
々
木
望
さ
ん
（
朗
読
／
声

優
）、
美
留
町
義
雄
さ
ん
（
解
説

／
大
東
文
化
大
学
教
授
）、
川
西

由
里
さ
ん
（
解
説
／
石
見
美
術
館

専
門
学
芸
員
）

定
員

50
人

料
金
全
席
自
由（
会
員
料
金
あ
り
）

２
０
０
０
円

※

未
就
学
児
入
場
不
可

※

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

11
月
19
日
㈯
ま
で
に
要
申
込
み

オ
ペ
ラ
シ
ア
タ
ー
こ
ん
に
ゃ
く
座
公
演

「
オ
ペ
ラ

森
は
生
き
て
い
る
」

日
時

12
月
４
日
㈰

午
後
３
時
〜

場
所
石
央
文
化
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

料
金
全
席
自
由（
前
売
割
引
あ
り
）

一
般　
　
　
　
３
５
０
０
円

大
学
生
以
下

２
５
０
０
円

※

３
歳
児
以
下
ひ
ざ
上
観
賞
無
料

※

浜
田
お
や
こ
劇
場
の
会
員
は
会

費
で
鑑
賞
可

※

大
学
生
以
下
は
学
生
証
・
保
険

証
な
ど
を
要
提
示

※

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

11
月
27
日
㈰
ま
で
に
要
申
込
み

（
先
着
順
・
定
員
あ
り
）

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
お
り
が
み
で
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
」

対
象

未
就
学
児
と
家
族

日
時

11
月
14
日
㈪
・
28
日
㈪

午
前
10
時
〜

定
員

10
組
（
先
着
）

料
金

１
つ
50
円

申
込
み

当
日
会
場
へ

11
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

３
日
㈷

西
村
社
中

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ

島
根
物
産
商
事
㈱

☎
㉘
３
１
０
０

対
象

平
成
30
年
度
〜
令
和
４
年
度

に
実
施
し
た
「
介
護
の
入
門
的
研

修
」
修
了
者

日
時

12
月
９
日
㈮
〜
10
日
㈯

場
所

い
わ
み
ー
る

定
員

20
人

料
金
無
料

申
込
み

11
月
29
日
㈫
ま
で
に
介
護

労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
島
根
支
部
へ

☎
０
８
５
２
㉕
８
３
０
２

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

生
活
支
援
担
い
手
研
修

料
金
１
０
０
０
円（
今
回
に
限
る
）

申
込
み

11
月
18
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内

水
産
業
振

興
協
会
へ

☎
㉕
９
５
２
０
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報
開館時間 11月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 14日㈪･28日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ７日㈪･14日㈪
21日㈪･28日㈪
30日㈬

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

秋
の
夜
長

一
冊
の
思
い
出
を

11
月
４
日
㈮
、
５
日
㈯
の
両
日
、
中
央
図

書
館
は
開
館
時
間
を
午
後
９
時
ま
で
延
長
し

ま
す
。た
だ
し
、午
後
７
時
以
降
は
、「
閲
覧
」

「
貸
出
」「
返
却
」
の
み
と
し
ま
す
。

一
夜
一
冊
〜
は
ま
だ
読
書
夜
会
〜
秋
の
特
別

企
画浜

田
市
市
誌
編
纂
室
専
門
員
の
鍵
本
俊
朗

さ
ん
に
よ
る
「
史
料
が
語
る
浜
田
の
歴
史
あ

れ
こ
れ
‐
通
説
の
真
相
を
さ
ぐ
る
」
の
お
話

を
聞
い
た
後
は
、
各
自
お
す
す
め
の
一
冊
を

持
参
し
、
紹
介
し
ま
す
。

日
時

11
月
４
日
㈮

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

中
央
図
書
館

１
階
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

料
金

無
料

定
員

先
着
20
人

問
合
せ

は
ま
だ
図
書
館
友
の
会

栗
栖
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
０
６
４
‐
７
９
４
０

図
書
館
寄
席

毎
回
ご
好
評
を
い
た
だ
き
、
今
年
も
や
り
ま

す
。
ま
ち
の
落
語
家
さ
ん
の
小
噺
を
聴
き
に
来

ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
５
日
㈯

午
後
７
時
30
分
〜

会
場

中
央
図
書
館

１
階
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

料
金

無
料

定
員

先
着
20
人

問
合
せ

中
央
図
書
館

☎
㉒
０
４
８
０

秋
の
野
外
朗
読
祭

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
舞
台
に
朗
読
と
尺
八
や
琴

の
演
奏
な
ど
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
朗
読
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

11
月
６
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場

中
央
図
書
館

１
階
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

（
総
合
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
前
）

料
金

無
料

問
合
せ

中
央
図
書
館

☎
㉒
０
４
８
０

※

雨
天
時
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

す
。

ア
ド
ベ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
＆
お
は
な
し
会

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時

11
月
27
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時

会
場

中
央
図
書
館

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金

無
料

問
合
せ

中
央
図
書
館

☎
㉒
０
４
８
０

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

企
画
展
「
生
涯
を
代
表
作
で
た
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
本
正
私
の
画
境
」

期
間

11
月
３
日
㈷
〜
12
月
25
日
㈰

「鶏頭」1974年

「
私
は
時
代
遅
れ
と
い
わ
れ
よ
う
が
、
自
分

の
描
き
た
い
も
の
を
描
く
だ
け
だ
」

日
本
画
家
・
石
本
正
（
浜
田
市
出
身
）
が
、

41
歳
の
時
に
「
私
の
画
境
」
と
い
う
文
章
で

語
っ
た
言
葉
で
す
。
彼
は
こ
の
信
念
を
95
歳

ま
で
貫
き
ま
し
た
。
彼
の
作
品
は
、
人
生
全

て
の
時
代
に
お
け
る
「
今
」
を
全
力
で
描
き

出
し
た
画
家
自
身
を
投
影
し
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
常
に
本
当
に
自
分
が
描
き
た

い
と
思
う
も
の
に
全
力
で
向
か
い
続
け
た
画

家
の
代
表
作
を
、
ス
ケ
ッ
チ
や
デ
ッ
サ
ン
な

ど
も
含
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

展示替え休館　11月２日㈬まで

寺
井
壽
一
落
葉
樹
油
彩
展

益
田
市
の
寺
井
壽
一
さ
ん
が
、
落
葉
樹
の
営

み
に
人
生
観
を
重
ね
て
描
い
た
油
絵
約
30
点
を

展
示
し
ま
す
。

期
間

11
月
３
日
㈷
〜
18
日
㈮

料
金

観
覧
無
料

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

◎
石
正
美
術
館
ま
つ
り

日
に
ち

11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

・
全
館
観
覧
無
料

・
作
品
解
説
（
各
日
４
回
）

・
ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
手
作
り

雑
貨
の
販
売
、
創
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
）

※

両
日
と
も
「
み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
臨

時
駐
車
場
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
「
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
干
支
の
年
賀
状
を
作

ろ
う
！
〜
卯
年
編
」

日
時

11
月
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

石
正
美
術
館

創
作
室

対
象

小
学
４
年
生
〜
一
般
（
カ
ッ
タ
ー
、
彫

刻
刀
を
使
い

ま
す
）

定
員

５
人

参
加
費

１
０
０
０
円

講
師

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
家 fukuhanko

（
福
は
ん
こ
）
さ
ん

持
ち
物

シ
ャ
ー
ペ
ン
、エ
プ
ロ
ン
（
あ
れ
ば
）、

老
眼
鏡
（
必
要
な
人
）

作品例

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報
開館時間 11月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 14日㈪･28日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ７日㈪･14日㈪
21日㈪･28日㈪
30日㈬

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

市
民
研
究
員
第
１
回
研
究
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
の
、「
市

民
研
究
員
制
度
」
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
セ
ン
タ
ー
研
究
員
や
大
学
院

生
と
の
情
報
交
換
・
知
的
交
流
を
通

じ
て
そ
れ
ぞ
れ
関
心
の
あ
る
分
野
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

７
月
16
日
㈯
に
は
今
年
度
第
１
回

研
究
会
を
開
催
し
、
13
人
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
田
徹
副
セ
ン
タ
ー
長
・
研
究
員

に
よ
る
「
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近

代
的
空
間
：
対
馬
と
異
国
船
」
の
講

演
や
、
２
人
の
市
民
研
究
員
に
よ
る

研
究
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
究
報
告
内
容

・「
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
的

空
間
：
対
馬
と
異
国
船
」

・「
ネ
パ
ー
ル
の
臨
時
祭
２
つ
」

・「
出
版
報
告
：『
華
表
美
談

宍
道

湖
嫁
島
』（
昭
和
２
年
）
を
復
刻

し
て
‐
嫁
ヶ
島
へ
の
先
人
の
熱
き

思
い
を
継
承
す
る
‐
」

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

石田 徹 研究員
「北東アジアにおける近代的空間：対馬と異国船」

若林 一弘 研究員
「ネパールの臨時祭２つ」

浜
田
市
と
島
根
県
立
大
学
の

　
　
共
同
研
究
事
業
に
つ
い
て

本
学
で
は
、
浜
田
市
と
の
連
携
協

定
に
関
す
る
協
定
書
に
基
づ
き
、
地

域
振
興
な
ど
市
の
施
策
に
有
効
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
浜
田
市
と
共
同

で
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
共
同
研
究
テ
ー
マ

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
等
運
行
支
援

事
業
の
推
進
に
繋
が
る
基
盤
構
築

　
　
　
　
　
　
　
松
田
善
臣
准
教
授

〇
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
に
よ
る

交
通
弱
者
の
把
握
に
関
す
る
実
態

調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
西
藤
真
一
教
授

〇
県
大
町
内
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
能
准
教
授

〇
浜
田
市
版
電
子
地
域
通
貨
導
入
に

関
す
る
研
究

　
　
　
　
　
　
　
豊
田
知
世
准
教
授

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
石
見
神
楽
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ
ブ
認
知
度
向
上

の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
江
口
真
理
子
教
授

〇
主
権
者
教
育
の
現
状
と
こ
れ
か
ら

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
光
延
忠
彦
特
任
教
授

な
お
、
共
同
研
究
の
成
果
報
告
会

を
令
和
５
年
２
月
頃
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。

問
合
せ

連
携
交
流
課

☎
㉕
９
０
６
３

石
見
神
楽
サ
ー
ク
ル

舞
濱
社
中
の
活
動
に
つ
い
て

舞
濱
社
中
で
は
、
宇
野
保
存
会
の

皆
さ
ん
ご
指
導
の
も
と
、
石
見
神
楽

の
伝
承
、
発
信
を
目
的
に
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
ご
縁
が
あ
り
、
11
月

５
日
㈯
に
行
わ
れ
る
「
Ｂ
Ｂ
大
鍋

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
公
演
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

本
公
演
で
は
塵
輪
を
舞
い
ま
す
。

塵
輪
と
は
神
２
人
鬼
２
人
の
迫
力

あ
る
合
戦
舞
で
す
。
石
見
神
楽
を
見

た
こ
と
の
な
い
人
も
石
見
神
楽
が
好

き
な
人
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
昨
年
度
に
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
な
い
中
、

一
生
懸
命
練
習
し
た
の
で
ぜ
ひ
温
か

い
目
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

舞
濱
社
中
一
同
、
皆
さ
ん
の
ご
来

場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ

学
務
課
学
生
支
援
係

☎
㉔
２
３
９
６

読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

秋
の
夜
長

一
冊
の
思
い
出
を

11
月
４
日
㈮
、
５
日
㈯
の
両
日
、
中
央
図

書
館
は
開
館
時
間
を
午
後
９
時
ま
で
延
長
し

ま
す
。た
だ
し
、午
後
７
時
以
降
は
、「
閲
覧
」

「
貸
出
」「
返
却
」
の
み
と
し
ま
す
。

一
夜
一
冊
〜
は
ま
だ
読
書
夜
会
〜
秋
の
特
別

企
画浜

田
市
市
誌
編
纂
室
専
門
員
の
鍵
本
俊
朗

さ
ん
に
よ
る
「
史
料
が
語
る
浜
田
の
歴
史
あ

れ
こ
れ
‐
通
説
の
真
相
を
さ
ぐ
る
」
の
お
話

を
聞
い
た
後
は
、
各
自
お
す
す
め
の
一
冊
を

持
参
し
、
紹
介
し
ま
す
。

日
時

11
月
４
日
㈮

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

中
央
図
書
館

１
階
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

料
金

無
料

定
員

先
着
20
人

問
合
せ

は
ま
だ
図
書
館
友
の
会

栗
栖
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
０
６
４
‐
７
９
４
０

図
書
館
寄
席

毎
回
ご
好
評
を
い
た
だ
き
、
今
年
も
や
り
ま

す
。
ま
ち
の
落
語
家
さ
ん
の
小
噺
を
聴
き
に
来

ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
５
日
㈯

午
後
７
時
30
分
〜

会
場

中
央
図
書
館

１
階
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

料
金

無
料

定
員

先
着
20
人

問
合
せ

中
央
図
書
館

☎
㉒
０
４
８
０

秋
の
野
外
朗
読
祭

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
舞
台
に
朗
読
と
尺
八
や
琴

の
演
奏
な
ど
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
朗
読
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

11
月
６
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場

中
央
図
書
館

１
階
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

（
総
合
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
前
）

料
金

無
料

問
合
せ

中
央
図
書
館

☎
㉒
０
４
８
０

※

雨
天
時
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

す
。

ア
ド
ベ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
＆
お
は
な
し
会

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時

11
月
27
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時

会
場

中
央
図
書
館

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金

無
料

問
合
せ

中
央
図
書
館

☎
㉒
０
４
８
０

vol.229
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

舞濱社中活動の様子

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

企
画
展
「
生
涯
を
代
表
作
で
た
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
本
正
私
の
画
境
」

期
間

11
月
３
日
㈷
〜
12
月
25
日
㈰

「鶏頭」1974年

「
私
は
時
代
遅
れ
と
い
わ
れ
よ
う
が
、
自
分

の
描
き
た
い
も
の
を
描
く
だ
け
だ
」

日
本
画
家
・
石
本
正
（
浜
田
市
出
身
）
が
、

41
歳
の
時
に
「
私
の
画
境
」
と
い
う
文
章
で

語
っ
た
言
葉
で
す
。
彼
は
こ
の
信
念
を
95
歳

ま
で
貫
き
ま
し
た
。
彼
の
作
品
は
、
人
生
全

て
の
時
代
に
お
け
る
「
今
」
を
全
力
で
描
き

出
し
た
画
家
自
身
を
投
影
し
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
常
に
本
当
に
自
分
が
描
き
た

い
と
思
う
も
の
に
全
力
で
向
か
い
続
け
た
画

家
の
代
表
作
を
、
ス
ケ
ッ
チ
や
デ
ッ
サ
ン
な

ど
も
含
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

展示替え休館　11月２日㈬まで

寺
井
壽
一
落
葉
樹
油
彩
展

益
田
市
の
寺
井
壽
一
さ
ん
が
、
落
葉
樹
の
営

み
に
人
生
観
を
重
ね
て
描
い
た
油
絵
約
30
点
を

展
示
し
ま
す
。

期
間

11
月
３
日
㈷
〜
18
日
㈮

料
金

観
覧
無
料

◎
石
正
美
術
館
ま
つ
り

日
に
ち

11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

・
全
館
観
覧
無
料

・
作
品
解
説
（
各
日
４
回
）

・
ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
手
作
り

雑
貨
の
販
売
、
創
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
）

※

両
日
と
も
「
み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
臨

時
駐
車
場
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
「
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
干
支
の
年
賀
状
を
作

ろ
う
！
〜
卯
年
編
」

日
時

11
月
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

石
正
美
術
館

創
作
室

対
象

小
学
４
年
生
〜
一
般
（
カ
ッ
タ
ー
、
彫

刻
刀
を
使
い

ま
す
）

定
員

５
人

参
加
費

１
０
０
０
円

講
師

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
家 fukuhanko

（
福
は
ん
こ
）
さ
ん

持
ち
物

シ
ャ
ー
ペ
ン
、エ
プ
ロ
ン
（
あ
れ
ば
）、

老
眼
鏡
（
必
要
な
人
）

作品例



❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,101 18,046 19,645 37,691
金 城 1,856 1,889 2,047 3,936
旭 1,289 1,269 1,251 2,520

弥 栄 637 543 598 1,141
三 隅 2,751 2,672 2,856 5,528
合 計 25,634 24,419 26,397 50,816

（単位：人）
９
月
10
日
㈯
、
石
州
浜
っ
子

夏
ま
つ
り
が
浜
田
漁
港
で
開
催

さ
れ
、
約
４
０
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

時
期
を
ず
ら
し
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
出
店
な
ど
は
設
け
ず
、

規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
で
し

た
が
、
来
場
者
は
夜
空
を
彩
る

３
０
０
０
発
の
花
火
を
堪
能
し

ま
し
た
。

人　口（９月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

今
月
の
表
紙

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ0855‒22‒3091

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

11 令
和
４
年

N
o.259

広
報

「
鏡
の
不
思
議
展
」
開
催
中
！

本
展
は
、「
鏡
」
を
使
っ
て
表
現

さ
れ
た
ア
ー
ト
作
品
が
並
ぶ
ユ
ニ
ー

ク
な
展
覧
会
で
す
。

鏡
に
向
か
っ
て
く
る
く
る
回
す
と

絵
が
動
き
出
す
驚
き
盤
は
「
視
覚
玩

具
」
と
呼
ば
れ
、
19
世
紀
に
発
明
さ

れ
た
も
の
で
映
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
の
原
点
と
な
り
ま
し
た
。

鏡
を
利
用
し
て
模
様
の
変
化
を
楽

し
む
「
万
華
鏡
」
は
光
の
芸
術
品
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

視覚玩具の世界

鏡
に
映
す
と
姿
が
変
わ
る
「
変
身

立
体
」
は
、
丸
が
四
角
に
変
わ
っ
た

り
、
花
が
蝶
に
変
わ
っ
た
り
…
、
現

実
に
は
あ
り
え
な
い
錯
視
の
世
界
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
本
展
で
は
、
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
作
家
た
ち
が
思
い
思
い

に
表
現
し
た
驚
き
と
不
思
議
に
満
ち

た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
鏡
の

不
思
議
さ
や
お
も
し
ろ
さ
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
る
展
覧
会
で
す
。

鏡
の
中
に
広
が
る
ユ
ニ
ー
ク
な
世

界
を
家
族
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

会
期

令
和
５
年
１
月
９
日
㈷
ま
で

料
金

一
般　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生

３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生

２
０
０
円

※

団
体
利
用
の
場
合
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

本
展
覧
会
は
宝
く
じ
の
助
成
を

受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 万華鏡の世界

果てしない世界の作品例

《
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
つ
く
ろ
う
》

ミ
ラ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
か
わ
い
い
ペ

ン
ダ
ン
ト
を
作
ろ
う
。

◎
12
日
㈯
・
13
日
㈰

参
加
料

２
０
０
円

ペンダントの作品例

《
プ
レ
ー
ト
万
華
鏡
》

透
明
板
に
模
様
を
描
い
た
ら
、
く

る
く
る
回
し
て
見
て
み
よ
う
。

◎
19
日
㈯
・
20
日
㈰
・
23
日
㈷

参
加
費

５
０
０
円

プレート万華鏡作品例

《
き
ら
き
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
》

ミ
ラ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
不
思
議
な

カ
ー
ド
を
作
る
よ
。

◎
26
日
㈯
・
27
日
㈰

参
加
費

２
０
０
円

きらきらメッセージカード作品例

11
月
の
休
館
日

月
曜
日

７
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日

振
替
日

４
日
㈮
・
24
日
㈭

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.311

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

定
員

各
日
先
着
30
人

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

※

参
加
受
付
は
当
日
１
階
・
創
作

室
で
午
後
３
時
30
分
ま
で
。
定
員

に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま

す
。

《
果
て
し
な
い
世
界
》

描
い
た
絵
が
続
い
て
見
え
る
不
思

議
な
箱
を
作
る
よ
。

◎
３
日
㈷
・
５
日
㈯
・
６
日
㈰

参
加
費

５
０
０
円
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